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演題２　輸血療法に関するＱ＆Ａ～製剤編

演者：石田　明　埼玉医科大学国際医療センター　輸血・細胞移植部

よろしくお願いいたします。
埼玉県合同輸血療法委員会のホームページに輸

血 Q&A というサイトがありますが、ご存知ない
方も多いと思いますので、そのサイトをご紹介し、
内容について補足したいと思います。

埼玉県の赤十字血液センターのホームページを
開いて下にスクロールをすると埼玉県合同輸血療
法委員会のホームページあります。

ホームページを開くと先ほどの自己血 Q&A と
同じサイトに Q&A 集があり、そこから事例から
学ぶ輸血基礎 Q&A のサイトに入ります。

ここをゆっくり読んでいただければ、このセミ
ナーの内容は網羅されますが、今日は内容を少し
補足しながら、お話ししていきたいと思います。

大きく 3 つの内容を取り上げました。FFP の外
観以上と融解方法について、製剤の概観確認につ
いて、それから製剤の保存保管についてです。

最初は「FFP を融解したら白濁しているが使用
できますか？」という質問です。
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正解は「献血者の脂肪食由来による乳びのため
使用可能です。」です。FFP を見たことある方は
ご存知だと思いますが、透明で透き通っている製
剤がほとんどなのですが、このように白く濁った
製剤も時に見かけます。赤血球製剤でもこのよう
にポツポツと白い部分が観察されることがありま
す。

スライド6

スライド7

スライド8

乳び血漿とは何かを補足説明します。乳びとい
うのは血漿が黄色でなく白く濁った状態です。採
血した血液を放置していると上の方は透きとおっ
てきますが、ここが白く濁っている方が時々おら
れます。これを乳び血漿と呼んでいます。

脂肪分の多い食事を摂ると、一時的に中性脂肪
が血液に増えて乳び血漿になります。献血をする
前日に「明日は献血をするから、患者さんの為に
栄養分をしっかり取っておこう」と焼肉を食べた
り、鰻を食べたりすると血漿中に中性脂肪が増え
て乳び血漿になります。乳び血漿は輸血しても問
題ありませんので、医療施設でみかけても心配す
る必要はありません。

ただ、一般的なお話として、採血前に脂肪分の
多い食事はなるべく控えた方がいいので、もし献
血される機会があれば、前日はあまり美味しいも
のを食べ過ぎないようにしてください。

次は「FFP を融解して冷蔵保存したが、使用
するまでに融解後 3 時間を超えてしまいました。
この血液が使えますか？また、使用することに
よって副作用の原因となりますか」という質問で
す。

原則として融解後は直ぐに使用するということ
になっています。もし使用できない場合は 2 ～
6℃で保存し、24 時間以内に使用してください。
以前は融解後 3 時間以内に使用することになっ
ていましたが、FFP の添付文書が改訂され、現在
は 24 時間以内に変更されています。

この点については、24 時間放置しても血液の
品質に問題はないことが日本赤十字社の方で実験
して確認されていて、論文にも報告されています。
この論文に書かれていますので、ご興味ある方は
ご覧になってください。

ただ、すべての凝固因子が 24 時間保たれるわ
けではなく、第Ⅷ因子という凝固因子は融解する
と、3 時間ぐらいで少しずつ減ってくることが明
らかになっています。凝固機能自体は 120 時間
まで維持されるようですが、凝固因子の種類に
よっては時間がたつにしたがって機能が落ちてき
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「FFP240 を融解し、看護部に引き渡しました。
翌日看護部より『使わなかったので冷蔵庫に入れ
ておいた』と連絡がありました。この製剤は使用
可能ですか？」という質問です。看護師さんは良
かれと思って冷凍庫に入れたのでしょうが、再凍
結したものは使えません。

食品などで、例えば冷凍したお肉を解凍して
残ったから、また凍らせるということもあるか思
いますが、FFP については、そういうことは出来
ません。

融解方法ですが、基本的には恒温槽を使ってく
ださい。小規模の医療機関では、わざわざそのた
めに融解装置を用意するのは難しいこともありま
すが、例えば、こういうふうに、お湯を入れて溶
かす場合には、必ず温度を計りながら溶かしてく
ださい。FFP の容量は結構多いので、お湯の入っ
た容器に入れると、お湯の温度が下がります。そ
ういった場合は、例えば二つ容器を用意して温度
をしっかり保つことが重要になります。絶対に避
けてほしいのは、熱い温度に直接さらすことです。
電子レンジで温めるのは、完全に NG です。

ここで FFP の融解方法について復習をします。
これは、2009 年の日赤の輸血情報から引用した
ものです。この資料を一度見ていただけたらと思
います。

製剤を箱から丁寧に取り出します。箱から取り
出したときに破損していないか確認してくださ
い。融解したら血液が漏れたのでバッグが破損し
ていて不良品だ、と看護師さんから話を聞くこと
がありますが実はその多くは融解前に破損してい 先ほど 2 つの容器で融解する方法について説

ますので、なるべく速やかに使う方が望ましいと
考えてください。

たと考えられます。FFP のバッグは、融解後は丈
夫ですが、凍っている時は意外とバッグは脆いの
です。例えば、アイスのパピコの容器などは、凍っ
たまま落としても割れませんが血液製剤は机にポ
ンと置いただけでこういう風な亀裂が入ることが
あります。凍結された製剤を無意識に乱暴に扱っ
てしまっ知らないうちにバッグが破損し、融解し
て始めて気付く、ということがありますので、常
に意識して丁寧に扱ってください。
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明しましたが、溶かす時にお湯の温度が下がって
しまうと充分に溶けなくて、クリオプレシピテー
トが沈澱することがあります。この場合は溶かし
方が不十分ということなので、もうしばらく溶か
し続けると完全に消失して使えるようになりま
す。

しかしながら、時間がないからと 50℃のお湯
で温めてしまうと、温度上がり過ぎてタンパクが
変性してしまって白い塊が析出してしまい、そう
なると二度と使えませんので、要注意です。

スライド13

スライド15

スライド16

スライド14

FFP の融解時は丁寧に取り出すこと、万が一
バッグが破損していた時のために、ビニール袋に
入れたままで融解すること、融解後は 24 時間以
内に使用することが大切です。再凍結は NG です。
もし一時的に保存する場合は、温度管理が可能な
保冷庫に入れます。普通の冷蔵庫に入れると、凍っ
てしまうことがありますので、必ず輸血部の冷蔵
庫など、温度管理ができる冷蔵庫で保存してくだ
さい。

「病棟で払い出した RBC の色調が黒かったので
検査科に戻しました。これはどうでしょう？」と
いう質問です。血液センターではマニュアルが
あって、色調の観察も詳しく行っているようです
が、医療機関には色についてのマニュアルはあり
ませんので、色が濃い血液だと心配になることが
あるかと思います。

重要な点として、このバッグの中の色調とセグ
メントと呼ばれる、付属しているチューブの中の
血液の色調を比較し、チューブの中の血液と、こ
の製剤の中の血液の色が違う場合は、輸血部ある
いは血液センターの方に相談をするようにしてく
ださい。
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かつて日本でも、MAP 保存液が使用されるよ
うになって RBC の有効期限が一時 42 日に延長
されたことがあります。

しかし、長期保存によって製剤中に混入したエ
ルシニア菌などの低温増殖菌が増殖しやすくな
り、1995 年にはエルシニア菌の混入血が認めら
れたため、有効期限が 21 日に短縮されて現在に
至っています。

もっとも、エルシニア菌の混入はその後 2 件
報告されましたが、2007 年に初流血除去や保存
前白血球除去が導入されて以降、現在まで 1 例
も報告されていません。

次に血小板製剤の外観確認について説明しま
す。スワーリングというのを皆さんご存知でしょ
うか？これは、血小板製剤を蛍光灯にかざして
ゆっくり回すと、渦巻き状のパターンが見られる
現象です。スワーリングが見られる製剤というの
は、血小板によって光の反射が少し不均一になっ
ているため、これをゆすると渦巻状になるわけで
すが、スワーリングがない製剤では、FFP のよう
に中が均一になっています。このスワーリングは
非常に重要なので、覚えておいてください。ちな
みに、スワーリングの確認については、日本赤十
字社の YouTube に動画があり見るとすごく勉強
になります。

赤血球製剤は今月から有効期間が 28 日に延長
になります。赤血球製剤の長期保管では、エルシ
ニア菌という低温で増殖する細菌の混入が問題と
なります。エルシニア菌は低温保管、つまり冷蔵
庫に入れておいても増殖します。増殖は非常に
ゆっくりなので、3 週間ぐらい経つと、菌が増殖
して検出されるので、長期低温保存が、エルシニ
ア菌のキーワードになっているわけです。しかし
ながら、最近では赤血球製剤の菌混入は問題に
なっていないということで 28 日間に延長になっ
た経緯があるようです。

血小板製剤でもう一つ重要なのは凝固物です。
菌が混入していると、凝固物が発生する場合があ
り、バッグをよく観察すれば事前に菌混入に気付
くことができます。凝固物は場合によっては、短
期間で出てくることもあります。血液センターか
ら出庫された時には凝固物はなかった、あるいは
輸血部で保存している時はなかった場合でも、輸
血している間に発生するということがありますの
で、輸血中にも外観の観察を行うことが非常に重
要になります。
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輸血用血液の外観確認について、赤血球製剤で
は、出庫時と輸血開始直前に特に色調の変化を注
意して観察することが重要です。

血小板製剤では、出庫時と輸血開始直前に特に
凝固物の観察が重要です。FFP では、解凍の前と
後にバッグの破損がないかを観察することが重要
です。

「冷蔵庫から取り出した RBC を輸血するまでの
室温放置時間はどれぐらいなら大丈夫ですか？」
という質問です。

製剤が冷たいのでこのまま患者さんに入れると
良くないのではないか、と思われる方がおられま

次は「室温放置時間はどのぐらいですか？」と
いう質問です。以前は 30 分でしたが、今は 60
分まで許容されています。
「60 分以上保存されたものは廃棄になると思う

のですが、60 分を超えた製剤をもう一度冷蔵庫
にしまうことは可能ですか？」という質問につい
ては、60 分を超えたら、もう冷蔵庫に戻しても
う一度保存することはできません。

血液製剤は温度管理ができる冷蔵庫に入れる必
要があります。食品用の冷蔵庫には入れないでく
ださい。使用しない場合は、すぐに輸血部に戻す
のが望ましいと思います。

赤血球製剤の保存については、日本輸血・細胞
治療学会誌に日赤で検討した報告がありますの
で、興味のある方は見てみてください。3 時間 1
回の室温放置または 1 時間 2 回の放置では、少
なくとも製剤の劣化は見られないということなの

すが、温度を上げるために室温放置する必要はあ
りません。小児や大量に輸血する場合などは例外
となります。その場合は加温機という専用の機械
を使って温める必要があります。
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「血小板製剤を取り寄せたけれども製剤の使用
日が変更になった場合、振とう機がない時はどう
したらいいでしょうか？」という質問です。血小
板製剤は振盪が必要なので、翌日まで揺らし続
けるのは難しいと思いますが、短時間であれば、
30 分間おきに血小板を揺らしておくという対応
も可能です。

赤血球製剤と血小板製剤の保存についてまとめ
ました。

赤血球製剤は 28 日までの保管が可能になりま
す。これは 2023 年 3 月からになります。それ
から室温放置は 1 時間以内です。

血小板製剤の有効期限は 4 日で、保存する時
は数時間程度なら手で振盪しても構いませんが、
冷蔵庫に入れるのは NG です。

「血小板製剤を、1 時間冷蔵庫に保存しました」、
これは NG です。血小板製剤は冷蔵庫に保存する
と血小板の寿命が低下したり、活性化して形態変
化を起こしたりします。

番外編です。「献血は念入りに消毒してから行
いますが、敗血症性ショックは防げないでしょう
か？」これは実は Q&A に載ってない Q&A でお
まけになります。輸血後の敗血症性ショックは、
献血者が保有している菌が 3 つの経路から製剤
に混入して起こります。1 番目は皮膚の常在菌が
穿刺の時にバッグに混入する、2 番目、口腔の常
在菌が歯を抜いた時などに献血者の血液内に侵入
する、それから 3 番目は腸の中の菌が腸の粘膜
から菌が入る、の３つの経路です。献血者は見た
目は元気でも血液中に菌が入ると製剤の中に菌が
混入することがあります。

で、1 時間前後であれば、その製剤を使用すると
言うことは問題ないと思いますが、それ以上にな
る場合は注意してください。
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もう一つ番外編ですが、「赤血球製剤はなぜ 2
単位製剤が良く使用されるのでしょうか？」。

全血 200mL から作られる製剤を 1 単位として
いますが、400mL 献血が主流なので 2 単位製剤
が多くなります。ちなみに血小板製剤は、10 単
位製剤が多く使用されます。

本日のまとめです。本日は外観チェック、新鮮
凍結融解手順、製剤の保管、細菌感染のリスクに
ついてお話をさせていただきました。以上で終わ
ります。


